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表層崩壊（大沢川左岸no.２）
基盤岩は露出しておらず，山麓堆積物もしくは崩積土の崩壊
「大沢川左岸no.1」に近接する表層崩壊（擁壁工終端のすぐ上流）. 基盤と土層の境界でな
く，土層中にすべり面が形成されたと考えられる．
崩壊構成物質の礫種は，主に流紋岩8割，花崗閃緑岩2割であり，粒径は20 cm前後が多く，
一部に5 cm前後を示す．
基質の土は，黄褐色～茶褐色を呈し，淘汰が悪い．
触覚と目視では，基質の粒径はシルト分～中粒砂分が卓越．
すべり面の走向傾斜は，N70E，50Nを示す．


